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心
の
処
方
箋
と
し
て
の
『
論
語
』
第
一
回 

心
の
生
ま
れ
た
日 

『
甲
骨
文
合
集
』1

9
7
8

年
～1

9
8

2

年 

『
殷
周
金
文
集
成
』1

9
9

6

年
年 

『
甲
骨
文
字
字
釈
綜
覧
』
松
丸
道
雄
他1

9
9
4

年 

 

索
引
（『
殷
墟
甲
骨
刻
辭
類
纂
』） 

 

 

 

「先秦甲骨金文簡牘詞彙庫」 

https://inscription.asdc.sinica.edu.tw/c_index.php 

→全文検索資料庫 

 

 

『甲骨文字字釈綜覧』でチェック 

https://inscription.asdc.sinica.edu.tw/c_index.php
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『
小
屯
南
地
甲
骨
』
よ
り 

1
0

5
9
 

紀
元
前1

3
0
0

年
ご
ろ 
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『
奇
跡
の
人 

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
自
伝
』
よ
り 

新
潮
文
庫
（
小
倉
慶
郎
：
翻
訳
） 

太
字
：
安
田 

先
生
と
私
は
、
井
戸
を
覆
う
ス
イ
カ
ズ
ラ
の
香
り
に
誘
わ
れ
、
そ
の
方
向
へ
小
道
を
歩
い
て
行
っ
た
。
誰
か
が

井
戸
水
を
汲
ん
で
い
た
。
先
生
は
、
私
の
片
手
を
と
り
水
の
噴
出
口
の
下
に
置
い
た
。
冷
た
い
水
が
ほ
と
ば
し
り
、

手
に
流
れ
落
ち
る
。
そ
の
間
に
、
先
生
は
私
の
も
う
片
方
の
手
に
、
最
初
は
ゆ
っ
く
り
と
、
そ
れ
か
ら
素
早
くw-

a-
t-e-r

と
綴
り
を
書
い
た
。
私
は
じ
っ
と
立
ち
つ
く
し
、
そ
の
指
の
動
き
に
全
神
経
を
傾
け
て
い
た
。
す
る
と

突
然
、
ま
る
で
忘
れ
て
い
た
こ
と
を
ぼ
ん
や
り
と
思
い
出
し
た
か
の
よ
う
な
感
覚
に
襲
わ
れ
た
－
－
感
激
に
打
ち

震
え
な
が
ら
、
頭
の
中
が
徐
々
に
は
っ
き
り
し
て
い
く
。
こ
と
ば
の
神
秘
の
扉
が
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時

は
じ
め
て
、w-a-t-e-r
が
、
私
の
手
の
上
に
流
れ
落
ち
る
、
こ
の
す
て
き
な
冷
た
い
も
の
の
こ
と
だ
と
わ
か
っ

た
の
だ
。
こ
の
「
生
き
て
い
る
こ
と
ば
」
の
お
か
げ
で
、
私
の
魂
は
目
覚
め
、
光
と
希
望
と
喜
び
を
手
に
し
、
と

う
と
う
牢
獄
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
だ
！
も
ち
ろ
ん
障
壁
は
ま
だ
残
っ
て
い
た
が
、
そ
の
壁
も
や
が
て
取
り
払
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
の
だ
。 

 

井
戸
を
離
れ
た
私
は
、
学
び
た
く
て
た
ま
ら
な
か
っ
た
。
す
べ
て
の
も
の
に
は
名
前
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
名
前

を
ひ
と
つ
知
る
た
び
に
、
新
た
な
考
え
が
浮
か
ん
で
く
る
。
家
へ
戻
る
途
中
、
手
で
触
れ
た
も
の
す
べ
て
が
、
い、

の
ち
、
、
を
も
っ
て
震
え
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
、
今
ま
で
と
は
違
う
、
新
鮮
な
目
で
も
の
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
か

ら
だ
。
家
の
中
へ
は
い
る
と
す
ぐ
に
思
い
出
し
た
の
は
、
壊
し
た
人
形
の
こ
と
だ
っ
た
。
手
探
り
で
暖
炉
の
と
こ

ろ
ま
で
た
ど
り
着
き
、
破
片
を
拾
い
上
げ
る
。
も
と
に
戻
そ
う
と
し
た
が
、
も
う
も
と
に
は
戻
ら
な
い
。
目
は
涙

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
何
と
ひ
ど
い
こ
と
を
し
た
の
か
が
わ
か
っ
た
の
だ
。
こ
の
時
、
私
は
生
ま
れ
て
は
じ
め

て
後
悔
と
悲
し
み
を
覚
え
た
の
だ
っ
た
。 

  

“The story of My Life(Helen Adams Keller)

” 

 
 We 

walked 
down 

the 
path 

to 
the 

well
-house, 

attra
ct
ed 

by 
the 

f
ra
grance 

of 
the 

h
o
neysuckle with which it was covered. Some one was dra

wi
ng wat

er a
nd m

y teacher p
laced 

m
y
 
hand 

under 
the 

spout. 
As 

the 
cool 

stream 
gushed 

over 
one 

h
and 

sh
e 

sp
el
led 

into 
the 

o
t
her 

the 
word 

water, 
first 

slowly, 
then 

rapidly. 
I
 
st
oo
d 

s
till, 

my
 
whol

e 
attenti

on 

f
i
xed 

upon 
the 

motions 
of 

her 
fingers. 

Suddenly 
I 

felt
 
a
 
m
isty 

con
sc
io
usness 

as 
of 

s
o
mething forgotten - a thrill of returning thought; an

d som
ehow the m

ystery of
 language 

w
a
s 

revealed 
to 

me. 
I 

knew 
then 

that 

“w-a-t-e-r

” 
mean

t 
the 

won
de
rful 

c
oo
l 

somethi
ng 

t
h
at was flowing over my hand. That living word awak

en
ed my s

oul, ga
ve it l

ig
ht, hope, 

j
o
y, 

set 
it 

free! 
There 

were 
barriers 

still, 
it 

is 
t
rue, 

b
ut 

bar
riers 

th
at 

could 
in 

t
i
me be swept away. 

 
 I left the well-house eager to learn. Everything had a n

ame, an
d each

 name gave b
ir
th 

t
o
 
a 

new 
thought. 

As 
we 

returned 
to 

the 
house 

every 
object 

which
 
I 

touched
 
seemed 

to 

q
u
iver 

with 
life

. 
That 

was 
because 

I 
saw 

everything 
with 

the 
strange

, 
new 

sight 
that 

h
a
d come to me. On entering the door I remembered th

e 
doll I 

had bro
ken. I 

fe
lt my way 

t
o
 
the 

hearth 
and 

picked 
up 

the 
pieces.

 
I 

tried 
vain

ly
 
to 

p
ut
 
them 

to
ge
ther. 

The
n 

my 

e
y
es 

filled 
with 

tears; 
for 

I 
realized 

what 
I 

had 
done,

 
and 

for 
th
e 

fi
rs
t 

time 
I 

felt 

r
e
pentance and sorrow. 
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大
盂
鼎
（
紀
元
前1

0
0

3

年
？
）
西
周
前
期 

 

 

 

② 

⑥ ⑥
⑦ 

 

⑩ 

 

⑨ 

⑪ 

 

⑧ ⑪ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
大
克
鼎
」
西
周
中
期 
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『
大
盂
鼎
』
銘
文
現
代
日
本
語
訳
（
諸
説
あ
り
ま
す
）
抄 

 
【
第
一
段
】 

序
。
盂
は
宗
周
に
お
い
て
康
王
よ
り
冊
命
さ
れ
た 

①
隹
（
唯
）
九
月
、
王
才
（
在
）
宗
周
、
令
（
命
）
盂
。 

唯
れ
九
月
、（
周
の
康
）
王
は
宗
周
に
在
り
て
、（
臣
下
で
あ
る
）
盂
に
命
ず
。 

【
第
二
段
】
文
王
、
武
王
の
徳
を
讃
え
、
周
が
正
統
で
あ
る
理
由
と
殷
が
滅
ん
だ
理
由
を
述
べ
る 

②
王
若
曰 

王
若
（
か
く
の
ご
と
）
く
曰
く
（
。 

③
「
盂
。
不
（
丕
）
顯
玟
（
文
）
王
、
受
天
有
大
令
（
命
）
杜
（
在
）
珷
（
武
）
王
嗣
玟
（
文
） 

「
盂
よ
。
丕
顯
な
る
文
王
は
、
天
有
大
命
（
天
命
）
を
受
け
、
武
王
に
在
り
て
は
文
王
を
嗣
ぎ
、 

④
乍
（
作
）
邦
，
闢
氒
（
厥
）
匿
（
慝
）
匍
（
敷
）
有
（
佑
）
亖
（
四
）
方
，
㽙
（
畯
）
正
氒
（
厥
）
民
。 

国
を
作
り
、（
殷
の
）
隠
れ
た
悪
を
開
き
、
四
方
を
普
く
領
有
し
、
大
い
に
民
を
導
い
た
。 

⑤
杜
（
在
）
𩁹
（
於
）
𢓷
（
御
）
事
，
𠭯
（
及
）
酉
（
酒
）
無
𠭖
（
敢
）
酖
、
有
祡
蒸
祀
無
𠭖
（
敢
）
擾 

御
事
（
祭
祀
）
に
お
い
て
は
、
酒
を
飲
ん
で
も
決
し
て
酔
う
こ
と
な
く
「
有
祡
蒸
祀
」
の
祭
り
に
お
い
て
も
決
し

て
乱
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

⑥
古
（
故
）
天
異
（
翼
）
臨
子
、
灋
（
法
）
保
先
王
，
匍
（
敷
）
有
亖
（
四
）
方
。 

ゆ
え
に
（
故
）
天
の
霊
（
天
翼
）
は
来
臨
し
、
慈
し
み
、
先
王
（
成
王
）
を
大
い
に
保
ん
じ
、
四
方
を
普
く
領
有

せ
し
め
た
。 

⑦
我
䎽
（
聞
）
殷
述
（
墜
）
令
（
命
）
隹
（
唯
）
殷
𠐈
（
邊
）
𥎦
（
侯
）
田
（
甸
），
𩁹
（
與
）
殷
正
百
辟
率
肄
（
肆
）

于
（
於
）
酉
（
酒
）。
古
（
故
）
喪
𠂤
（
師
）。 

私
（
王
）
は
こ
の
よ
う
に
聞
い
て
い
る
。「
殷
が
天
命
を
墜
と
し
た
の
は
、
殷
の
辺
侯
・
田
、
お
よ
び
朝
廷
内
外
の

百
官
ら
が
み
な
酒
に
お
ぼ
れ
た
か
ら
だ
」
と
。
ゆ
え
に
（
故
）
殷
は
軍
隊
（
あ
る
い
は
人
民
）
と
国
家
の
命
運
と

を
失
っ
た
。 

 

【
第
三
段
】
文
王
の
正
徳
に
法
り
、
忠
心
に
職
を
務
め
、
自
分
を
補
佐
し
、
政
治
・
軍
事
に
勤
め
る
よ
う
命
じ
る
。 

⑧
巳
（
已
）
女
（
汝
）
妹
（
昧
）
辰
又
（
有
）
大
𦨕
（
服
）、
余
隹
（
唯
）
即
𦨶
（
朕
）
小
學
。 

あ
あ
、
汝
（
盂
）
は
幼
い
頃
か
ら
要
職
を
継
ぎ
、
私
は
お
前
を
我
が
小
学
で
学
ば
せ
た
。 

⑨
女
（
汝
）
勿
勉
（
逸
）
余
乃
辟
一
人
、 

お
前
は
私
に
離
反
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

⑩
今
我
隹
（
唯
）
即
井
（
型
）
㐭
（
稟
）
于
（
於
）
玟
（
文
）
王
正
德
、
若
玟
（
文
）
王
令
（
命
）
二
三
正
。
今

余
隹
（
唯
）
令
（
命
）
女
（
汝
）
盂
、
𥃝
（
紹
）
𤇾
（
榮
） 

今
、
私
は
「
型
」
に
の
っ
と
り
、
文
王
の
正
徳
を
継
承
し
、
文
王
の
命
じ
た
二
三
正
（
大
臣
）
の
ご
と
く
に
、
汝
、

盂
に
命
じ
て
私
を
補
佐
さ
せ
よ
う
。 

⑪
苟
（
敬
）
雝
（
擁
）
德
巠
（
經
）、
敏
朝
夕
入
讕
（
諫
）、
亯
（
享
）
奔
𣥚
（
走
）
、
畏
天
畏
（
威
）。」 

徳
経
を
敬
い
、
和
し
、
敏
（
つ
と
）
め
て
朝
に
夕
に
諫
（
い
さ
め
）
を
入
れ
、
あ
つ
く
奔
走
し
て
天
畏
を
畏
れ
よ
、

と
。 

 

以
下
略 
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『
論
語
』
よ
り 

 

《
徳
と
刑
》 

子
曰
は
く
、 

こ
れ
を
道
び
く
に
政
を
以
て
し
こ
れ
を
齊
う
る
に
刑
を
以
て
す
れ
ば
、
民
免
れ
て
恥
ず
る
こ
と
無
し
。 

こ
れ
を
道
び
く
に
徳
を
以
て
し
こ
れ
を
齊
う
る
に
禮
を
以
て
す
れ
ば
、
恥
あ
り
て
且
つ
格
（
た
だ
）

し
。 

子
曰
、
道
之
以
政
、
齊
之
以
刑
、
民
免
而
無
恥
、
道
之
以
徳
、
齊
之
以
禮
、
有
恥
且
格
、0

2
-0

3
 

 

子
曰
は
く
、
政
を
爲
す
に
徳
を
以
て
す
れ
ば
、
譬
え
ば
北
辰
の
其
の
所
に
居
て
、
衆
星
こ
れ
を
共
す

る
が
如
し
。 

 

子
曰
、
爲
政
以
徳
、
譬
如
北
辰
居
其
所
、
而
衆
星
共
之
、0

2
-0

1
 
 

 

●
法
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

 

●
心
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ 

 

《
過
ち
》 

子
曰
は
く
、
君
子
、
重
か
ら
ざ
れ
ば
則
ち
威
あ
ら
ず
。
學
べ
ば
則
ち
固
な
ら
ず
。
忠
信
を
主
と
し
、、

己
れ
に
如
か
ざ
る
者
を
友
と
す
る
な
か
れ
。
過
て
ば
則
ち
改
む
る
に
憚
る
こ
と
勿
か
れ
。 

子
曰
、
君
子
不
重
則
不
威
、
學
則
不
固
、
主
忠
信
、
無
友
不
如
己
者
、
過
則
勿
憚
改
、0

1
-0

8
 

 

《
如
之
何
》 

子
曰
は
く
、
如
之
何
（
い
か
ん
）
如
之
何
と
曰
わ
ざ
る
者
は
、
吾
れ
如
之
何
と
も
す
る
こ
と
末
き
の

み
。 

 

子
曰
、
不
曰
如
之
何
如
之
何
者
、
吾
末
如
之
何
也
已
矣
、 

1
5

-1
6

 
 

 

《
用
心
、
博
奕
》 

子
曰
は
く
、
飽
く
ま
で
食
ら
い
て
日
を
終
え
、
心
を
用
う
る
所
な
し
。
難
い
か
な
。
博
奕
な
る
者
あ
ら
ず
や
。
こ

れ
を
爲
す
は
猶
お
已
む
に
賢
れ
り
。 

 

子
曰
、
飽
食
終
日
、
無
所
用
心
、
難
矣
哉
、
不
有
博
奕
者
乎
、
爲
之
猶
賢
乎
已
、 

1
7

-2
2

 
 

 

《
切
磋
琢
磨
》 

子
貢
曰
は
く
「
貧
く
し
て
諂
う
こ
と
無
く
、
富
み
て
驕
る
こ
と
無
き
は
、
何
如
」 

子
曰
は
く
「
可
な
り
。
未
だ
貧
し
く
し
て
道
を
樂
し
み
、
富
み
て
禮
を
好
む
者
に
は
若
か
ざ
る
な
り
」 

子
貢
曰
は
く
「
詩
に
云
う
。
『
切
す
る
が
如
く
磋
す
る
が
如
く
、
琢
す
る
が
如
く
磨
す
る
が
如
し
』
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と
は
、
其
れ
斯
れ
を
謂
う
か
」 

子
曰
は
く
、「
賜
や
、
始
め
て
與
に
詩
を
言
う
可
き
の
み
。
諸
れ
に
往
を
告
げ
て
來
を
知
る
者
な
り
」 

子
貢
曰
、
貧
而
無
諂
、
富
而
無
驕
、
何
如
、
子
曰
、
可
也
、
未
若
貧
樂
道
、
富
而
好
禮
者
也
、
子
貢
曰
、
詩
云
、

如
切
如
磋
、
如
琢
如
磨
、
其
斯
之
謂
與
、
子
曰
、
賜
也
、
始
可
與
言
詩
已
矣
、
告
諸
往
而
知
來
者
也
、0

1
-1

5
 

 

《
皆
か
ら
好
か
れ
る
》 

子
貢
問
曰
は
く
「
郷
人
皆
こ
れ
を
好
（
よ
み
）
せ
ば
何
如
。 

子
曰
は
く
「
未
だ
可
な
ら
ざ
る
な
り
」 

「
郷
人
皆
こ
れ
を
惡
（
に
く
）
ま
ば
何
如
」 

子
曰
「
未
だ
可
な
ら
ざ
る
な
り
。
郷
人
の
善
き
者
は
こ
れ
を
好
し
、
其
の
不
善
な
る
者
は
こ
れ
を
惡

ま
ん
に
は
如
か
ざ
る
な
り
」 

 

子
貢
問
曰
、
郷
人
皆
好
之
何
如
、
子
曰
、
未
可
也
、
郷
人
皆
惡
之
何
如
、
子
曰
、
未
可
也
、
不
如
郷
人
之
善
者
好

之
、
其
不
善
者
惡
之
也
、 

1
3
-2

4
 
 

 

【
方
法
論
】
思
、
知
、
学
、
文
、
礼
、
君
子
と
小
人 

《
思
：
九
思
》 

孔
子
曰
は
く
「
君
子
に
九
思
あ
り
。 

視
る
に
は
明
を
思
い
、
※ 

聽
く
に
は
聰
を
思
い
、 

色
に
は
温
を
思
い
、 

貌
に
は
恭
を
思
い
、 

言
に
は
忠
を
思
い
、 

事
に
は
敬
を
思
い
、 

疑
わ
し
き
に
は
問
を
思
い
、 

忿
り
に
は
難
を
思
い
、 

得
る
を
見
て
は
義
を
思
う
」 

孔
子
曰
、
君
子
有
九
思
、
視
思
明
、
聽
思
聰
、
色
思
温
、
貌
思
恭
、
言
思
忠
、
事
思
敬
、
疑
思
問
、
忿
思
難
、
見

得
思
義
、 

1
6

-1
0

 
 

 

※
《
明→

聡
明
》 

子
張
、
明
を
問
う
。 

子
曰
は
く
「
浸
潤
の
譖
（
そ
し
り
）、
膚
受
の
愬
（
う
っ
た
え
）
、
行
な
わ
れ
ざ
る
、
明
と
謂
う
べ
き

の
み
。
浸
潤
の
譖
、
膚
受
の
愬
、
行
な
わ
れ
ざ
る
、
遠
し
と
謂
う
べ
き
の
み
。 

子
張
問
明
、
子
曰
、
浸
潤
之
譖
、
膚
受
之
愬
、
不
行
焉
、
可
謂
明
也
已
矣
、
浸
潤
之
譖
、
膚
受
之
愬
、
不
行
焉
、

可
謂
遠
也
已
矣
、1

2
-0

6
 
 

 

《
知
》 

子
曰
は
く
、
故
き
を
温
め
て
新
し
き
を
知
る
、
以
て
師
と
爲
（
る
）
べ
し
、 

0
2

-1
1

 

子
曰
、
温
故
而
知
新
、
可
以
爲
師
矣
、 

0
2

-1
1
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《
知
る
、
好
む
、
楽
し
む
》 

子
曰
は
く
、
こ
れ
を
知
る
者
は
こ
れ
を
好
む
者
に
如
か
ず
。
こ
れ
を
好
む
者
は
こ
れ
を
樂
し
む
者
に

如
か
ず
。 

 

子
曰
、
知
之
者
不
如
好
之
者
、
好
之
者
不
如
樂
之
者
、 

0
6
-2

0
 
 

  

《
学
》 

子
曰
、
學
び
て
時
に
こ
れ
を
習
う
。
亦
た
説
ば
し
か
ら
ず
や
。
朋
有
り
遠
方
よ
り
来
た
る
、
亦
た
樂

し
か
ら
ず
、
人
知
ら
ず
し
て
慍
み
ず
、
亦
た
君
子
な
ら
ず
や 

 

子
曰
、
學
而
時
習
之
、
不
亦
説
乎
、
有
朋
自
遠
方
来
、
不
亦
樂
乎
、
人
不
知
而
不
慍
、
不
亦
君
子
乎 

0
1

-0
1

 
 

 

《
文
》 

子
貢
問
う
て
曰
は
く
「
孔
文
子
、
何
を
以
て
か
こ
れ
を
文、
と
謂
う
や
」 

子
曰
は
く
「
敏
に
し
て
學
を
好
み
、
下
問
を
恥
じ
ず
、
是
（
こ
こ
）
を
以
て
こ
れ
を
文
と
謂
う
な
り
」 

子
貢
問
曰
、
孔
文
子
何
以
謂
之
文
也
、
子
曰
、
敏
而
好
學
、
不
恥
下
問
、
是
以
謂
之
文
也
、 

0
5

-1
5
 

 

《
礼
》 

子
曰
は
く
、
恭
に
し
て
禮
な
け
れ
ば
則
ち
勞
す
。 

愼
に
し
て
禮
な
け
れ
ば
則
ち
葸
す
。 

勇
に
し
て
禮
な
け
れ
ば
則
ち
亂
る
。 

直
に
し
て
禮
な
け
れ
ば
則
ち
絞
す
。 

君
子
、
親
に
篤
け
れ
ば
則
ち
民
、
仁
に
興
こ
る
。 

故
舊
遺
（
わ
す
）
れ
ざ
れ
ば
、
則
ひ
民
偸
（
う
す
）
か
ら
ず
。 

 

子
曰
、
恭
而
無
禮
則
勞
、
愼
而
無
禮
則
葸
、
勇
而
無
禮
則
亂
、
直
而
無
禮
則
絞
、
君
子
篤
於
親
、
則
民
興
於
仁
、

故
舊
不
遺
、
則
民
不
偸
、 

0
8
-0

2
 
 

 

《
文
と
礼
の
機
能
》 

顔
淵
、
喟
然
（
き
ぜ
ん
）
と
し
て
歎
じ
て
曰
は
く
、 

こ
れ
を
仰
げ
ば
彌
々
高
く
、
こ
れ
を
鑽
れ
ば
彌
々
堅
し
。 

こ
れ
を
瞻
る
に
前
に
在
ば
、
忽
ち
後
に
在
り
。 

夫
子
、
循
循
と
し
て
善
く
人
を
誘
う
。 

我
を
博
む
る
に
文
を
以
っ
て
し
、
我
を
約
す
る
に
禮
を
以
て
す
。 

罷
ま
ん
と
欲
す
る
も
能
わ
ず
。
既
に
吾
が
才
を
竭
（
つ
）
く
す
。 

立
つ
所
あ
り
て
卓
爾
（
た
く
じ
）
た
る
が
如
し
。 

こ
れ
に
從
が
わ
ん
と
欲
す
と
雖
ど
も
、
由
な
き
の
み
。 

顔
淵
喟
然
歎
曰
、
仰
之
彌
高
、
鑽
之
彌
堅
、
瞻
之
在
前
、
忽
焉
在
後
、
夫
子
循
循
善
誘
人
、
博
我
以
文
、
約
我
以

禮
、
欲
罷
不
能
、
既
竭
吾
才
、
如
有
所
立
卓
爾
、
雖
欲
從
之
、
末
由
也
已
、 

0
9

-1
1

 
 

 

《
君
子
と
小
人
》 

 


